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１．背景とこれまでの課題

全国各地での銘柄鶏（地鶏）の乱立による産地間競争の激化や、昨今の景気低迷による消費者の購買意欲

の減退など、銘柄鶏（地鶏）を取り巻く環境は厳しさを増している。この現況の中で競争力を高めるために

は、美味しさや味の多様性を求める消費者ニーズに対応した鶏肉の生産が必要となってくる。また、飼料価

格高騰の影響から、みえ特産鶏の生産現場でも飼料用米や未利用資源の活用機会が増えており、これらの国

産飼料を最大限に活用しつつも肉質に悪影響を及ぼさない生産方法の確立が望まれている。そこで、すでに

生産現場でも活用が行われている飼料用米の給与が、鶏肉の味覚および生産性へ及ぼす影響を検討した。

２．成果の概要

１．生産性（飼養成績）は飼料用米（籾米）を基礎飼料の 20％代替することで、増体重、飼料摂取量およ

び飼料要求率において、僅かに高い数値を示したが差は認められず、育成率も同等である。（表１）

２．味覚として「コク」や「味の濃さ」（図１）、「後味」などを強める傾向がみられる。

３．上記より、飼料用米（籾米）を基礎飼料の 20％代替することは、生産性（飼養成績）および鶏肉の味

覚に悪影響を及ぼさないことから、良質なみえ特産鶏の鶏肉生産に利用可能である。

４．また、飼料コスト面においては、飼料用米（籾米）を基礎飼料の 20％代替することにより、およそ１

割の飼料費低減効果が期待できる。（表２）

３．成果の慣行技術への適合性と経済効果

飼料用米（籾米）の基礎飼料への代替自体は容易であり、適合性は高いと考える。

また、飼料用米（籾米）を基礎飼料の20％代替することによって飼料費を約１割低減することが可能となり、

29日齢より開始し112日齢まで飼育したとすると、１羽あたり約５０円の低減効果が見込まれる。

４．普及上の留意点

１．本結果はみえ特産鶏を各区（対照区：基礎飼料給与、試験区：籾米を基礎飼料の 20％代替給与）

132 羽（22 羽×3 群×性）を供試したものである。

２．飼料用米は飼料用イネ専用品種「はまさり」で、籾米のまま未処理で 28 日齢より給与している。

３．籾米の使用については「飼料として使用する籾米への農薬の使用について」（平成 21 年 4 月 20 日付け

農林水産省消費・安全局、生産局四課長通達）に留意する。
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